
価
値
創
造
社
会
の
実
現
志
向
と

隘
路
の
自
覚

Society
5.0

時
代
を
迎
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

基
軸
に
自
社
の
特
色
・
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
製

品
を
生
み
出
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
価
値
創
造
社
会
の
実
現
が
世
界
的
に

志
向
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
働
き
方
改
革
を
推
進

し
つ
つ
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、

企
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
う
え
で
、
さ
ら
に
は
わ

が
国
の
持
続
的
経
済
成
長
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
労
働
供
給
制

約
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
も
高
い
人
手
不
足
感
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
人
手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
企
業

が
多
い
現
状
に
お
い
て
、「
働
き
が
い
」
の
あ
る
職

場
環
境
の
整
備
は
、
女
性
や
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
人
材
の
確
保
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

「
働
き
が
い
」
向
上
へ
の
関
心
の
高
ま
り

従
来
、
企
業
に
お
け
る
雇
用
管
理
の
見
直
し
や
業

務
改
善
は
、
合
理
化
や
、
効
率
重
視
の
観
点
か
ら
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
働
く
人
が
感
じ
る
「
働
き
が

い
」
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
やH

R

T
ech

（
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
人
事
労
務
管
理
）を
用
い

て
「
働
き
が
い
」
を
継
続
的
・
定
期
的
に
把
握
し
、

こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
業
務
の
見
直
し
を
行
う
企
業
が

増
え
て
い
る
。

労
働
経
済
白
書
の
分
析
結
果
か
ら

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
昨
年
９
月
に

閣
議
報
告
し
た
「
令
和
元
年
版
労
働
経
済
の
分
析
」

（
労
働
経
済
白
書
）で
は
、「
働
き
が
い
」
に
つ
い
て
、

「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
」（W

ork
E
n-

gagem
ent

）の
概
念
を
用
い
て
分
析
し
た
。

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
は
、「
活
力
」（
仕

事
か
ら
活
力
を
得
て
い
き
い
き
と
し
て
い
る
）、「
熱

加
藤
勝
信

か
と
う

か
つ
の
ぶ

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
向
け
て

厚
生
労
働
大
臣
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意
」（
仕
事
に
誇
り
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
）、

「
没
頭
」（
仕
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
）の
３
つ

が
そ
ろ
っ
た
、
仕
事
に
関
連
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
充

実
し
た
心
理
状
態
と
し
て
定
義
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。

正
社
員
に
お
け
る
状
況

ま
ず
、
わ
が
国
の
正
社
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ

ジ
メ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て
、
属
性
別
に
見
る
と
、

正
社
員
に
つ
い
て
は
、高
年
齢
、高
役
職
の
方
が
「
働

き
が
い
」
の
高
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
職
位
・

職
責
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
自
己
効
力
感（
仕
事
へ

の
自
信
）や
仕
事
を
通
じ
た
成
長
実
感
が
高
ま
る
こ

と
に
加
え
て
、
仕
事
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
き
や
す

く
な
る
こ
と
や
、
難
易
度
が
高
め
の
仕
事
に
挑
戦
す

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
職
種
別
に
見
る
と
、「
専
門
職
」

「
管
理
職
」
等
と
い
っ
た
職
種
で
高
い
傾
向
に
あ
る
。

一
方
で
、
若
い
社
員
は
「
働
き
が
い
」
が
低
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
若
い
社
員
に
も
裁
量
性
の
あ
る
仕

事
を
任
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
、若
者
の
「
働
き
が
い
」

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
係

次
に
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
と
企
業
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
の
関
係
性
を

見
る
と
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
と
組
織
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
新
入
社
員
の
入
社
３
年
後
ま
で
の

定
着
率
、
個
人
の
労
働
生
産
性
の
向
上
実
感
、
企
業

の
労
働
生
産
性
、
仕
事
に
対
す
る
自
発
性
、
他
の
従

業
員
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
、
顧
客
満
足
度
等
と

の
間
に
正
の
相
関
関
係
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従

業
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
、
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仕
事
に
対
す
る
認
識
と
の
関
係

働
く
方
の
仕
事
に
対
す
る
認
識
と
ワ
ー
ク
・
エ
ン

ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
仕
事
を
通
じ

た
成
長
実
感
や
、
自
己
効
力
感
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
の

明
確
性
、
働
き
や
す
さ
へ
の
満
足
度
、
仕
事
の
裁
量

性
、
良
好
な
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
正
の
相
関

関
係
が
確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
企
業
が
実
施
す
る
雇
用
管
理
の
取
り
組
み

と
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
で
は
、
職

場
の
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、

労
働
時
間
の
短
縮
や
働
き
方
の
柔
軟
化
、
業
務
遂
行

に
伴
う
裁
量
権
の
拡
大
、
正
社
員
と
限
定
正
社
員
と

の
間
で
の
行
き
来
の
柔
軟
化
、
仕
事
と
病
気
の
治
療

と
の
両
立
支
援
、
育
児
・
介
護
・
病
気
の
治
療
等
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
方
へ
の
復
職
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

正
の
相
関
関
係
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
適
切

な
目
標
管
理
設
定
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実
施
に
よ

る
成
長
実
感
や
自
己
効
力
感
の
向
上
、
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
や
上
司
と
部
下
の
緊
密
な
意
思
疎
通
を
通
じ
た
キ

ャ
リ
ア
展
望
の
明
確
化
が
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ

ン
ト
の
向
上
に
資
す
る
可
能
性
が
確
認
さ
れ
た
。

働
き
が
い
の
向
上
に
向
け
て

労
使
一
体
で
取
り
組
み
を

従
業
員
の
働
き
が
い
の
向
上
に
成
功
し
て
い
る
企

業
の
取
り
組
み
事
例
を
見
て
み
る
と
、
従
前
か
ら
の

人
事
方
針
の
強
み
、
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
測
定
シ

ス
テ
ム
等
を
通
じ
て
職
場
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握

し
た
う
え
で
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
が
社
員
と
の
密
接
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
職
場
改
善
に

取
り
組
み
、
当
該
企
業
の
生
産
性
向
上
、
働
く
方
の

健
康
増
進
、
離
職
者
の
減
少
等
に
つ
な
げ
て
い
る
点

が
共
通
し
て
い
る
。

「
働
き
が
い
」
を
基
軸
と
し
た
経
営
改
革
を
よ
り
実

効
的
に
行
う
た
め
に
は
、
企
業
側
が
一
方
的
に
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
企
業
と
従
業
員
の
双
方
が
職
場

の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
般
、
経
団
連
が
、
春
季
労
使
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト

の
１
つ
と
し
て
、「
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向

上
の
た
め
の
働
く
環
境
整
備
」
を
取
り
上
げ
た
の
は

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
労
使
間
で
積
極

的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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